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IDIDIDID のののの視点視点視点視点でででで大学教育大学教育大学教育大学教育ををををデザインデザインデザインデザインするするするする鳥瞰図鳥瞰図鳥瞰図鳥瞰図：：：：    
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   ＜あらまし＞  インストラクショナルデザイン（ID）の視点で大学教育をデザインする鳥瞰図を描いた。

大学教育を入学から卒業に至る「学生成長プロセス」と捉え、教育理念・カリキュラム・単位認定条件で構

成する成長支援メカニズムの設計と見なした。新しい構成要素としての e ラーニングの質保証を点検するた

めに 5 段階で構成する「レイヤーモデル」を提案し、それぞれの達成指標と ID 技法の関連を整理した。ID

の対象を４つに整理し、オンライン・オフラインの構成要素をまとめた。 
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インストラクショナルデザイン（ID）の視点で大

学教育をデザインする鳥瞰図を描いた。IDの視点か

ら見ると、いかなる教育プロセスも「出口と入口の

ギャップ」として捉えることができる。大学におけ

る出口は「卒業」であり、どのような知識・スキル・

態度を身につけて世の中に送り出すかを設計するこ

とになる。出口設計には、対象となる業界標準や就

職先ヒアリングなどが参照枠となる。また、卒業生

にインタビューをして、在学中身に付けたことが就

職後にどの程度役立っているかをフィードバックさ

せて教育内容の改編に用いることが可能である。一

方の入口は「入学」であり、全入時代の到来などに

より大学生の学力低下が出入口のギャップを年々大

きくしている。入試広報などによる「予告効果」で

各大学にふさわしい志願者を集める努力がいっそう

求められている。 

大学教育を入学から卒業に至る「学生成長プロセ

ス」と捉えた場合、大学による成長支援メカニズム

は、教育理念・カリキュラム・単位認定条件の 3層

で構成されていると見なすことができる。シラバス

公開によって単位認定条件が学生に公開されるよう

になってきた。それぞれの講義担当者が「自分の好

きな話をする」伝統を持つわが国の大学教育を改編

するためには、カリキュラム設計の手法が導入され

なければならない。さらに、JABEE などで強調さ

れる「恒常的な点検・改善メカニズム」の実装によ

って、３層構造が互いに整合性を確保した形で提供

し続けられるようになる。 

 

２２２２．．．．eeeeラーニングラーニングラーニングラーニングのののの質保証質保証質保証質保証ととととレイヤーモデルレイヤーモデルレイヤーモデルレイヤーモデル        

鳥瞰図中央に、e ラーニングの質保障を 5 つの観

点から捉えた「レイヤーモデル」を提案する。大学

が採用する新しい構成要素としての eラーニングの

質保証を点検するためには、それぞれの観点から達

成指標を明らかにし、適切な ID 技法を応用してい

くことが必要である。 

２２２２－－－－１１１１：：：：いらつきのなさいらつきのなさいらつきのなさいらつきのなさ    

学習環境分析手法やメディア選択モデルをあては

めて、e ラーニング環境が学習者にマイナスの影響

を与えていないかどうかを確認する。安定度や安心

感が達成指標となる。 

２２２２－－－－２２２２：：：：うそのなさうそのなさうそのなさうそのなさ    

職務分析やニーズ分析手法を用いて、提供してい

る学習内容に問題がないかを確認する。「自分が教え

たいこと」から「この科目で教えるべきこと」へ発

想を転換し、カリキュラムにおける科目の位置づけ

も検討する。 

２２２２－－－－３３３３：：：：分分分分かりやすさかりやすさかりやすさかりやすさ    

情報デザインの知見を主として利用し、わかりや

すいコンテンツ作りを目指す。ユーザビリティやテ

クニカルライティングの原則に照らして分かりやす

いかどうかを、形成的評価やラピッドプロトタイピ

ング手法で確認・向上していく。 

２２２２－－－－４４４４：：：：学学学学びやすさびやすさびやすさびやすさ    

IDモデルを応用し、学習課題の性質と学習者の特

性に応じた学びやすさを追求する。分かりやすさの

レベルを超えた達成指標として、学習アクティビテ

ィのデザインや協同的学習も視野に入れる。 

２２２２－－－－５５５５：：：：学学学学びたさびたさびたさびたさ    

IDモデルの魅力の側面を満たすことで、学びがい

や帰属意識、没入感や継続的学習意欲を目指す。動

機づけ設計モデルや成人学習学の知見が応用できる。 

 

３３３３．．．．IDIDIDIDのののの対象対象対象対象とととと構成要素構成要素構成要素構成要素    

IDの対象を従来からのコンテンツのみでなく、シ

ステム、アクティビティ、変革プロセスの４つに整

理し、オンライン・オフラインの構成要素をまとめ

た。現状（入口）と目指す理想像（出口）を捉えて

変化を設計する IDの基本がここでも適用される。 
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